
【アンケート期間】　　令和8年1月26日～2月9日（15日間）

【アンケート趣旨】

【調査対象】　ながさきＷＥＢ県政アンケート全モニター345名

【回答状況】　回答者数　225名　（回答率　65.2％）※四捨五入の関係で、割合の合計が100%にならない場合があります。

【回答者の年齢区分】　

Ｑ２．長崎県立大学をご存じですか。

Ｑ３以降は、Ｑ２で「知っている」を選択された方の回答です。

令和７年度　長崎県立大学の地域貢献活動等に関するアンケート調査結果【担当課：学事振興課】

　長崎県立大学の地域貢献活動等に関するアンケート調査を行うことで、県民の長崎県立大学の地域貢献活動等
に対する認知度、評価等を把握し、今後の大学運営に反映させるもの。

Q１．あなたの地域貢献活動等への参加状況等についてお答えください。
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区分 人数 割合
10代 3 1%
20代 10 4%
30代 52 23%
40代 55 24%
50代 54 24%
60代 30 13%
70代 18 8%
80代以上 3 1%

計 225 100%

回答数 割合

69 31%
過去２～３年以内に参加した 20 9%
機会があれば参加したい 93 41%

33 15%

10 4%

225 100%

選択肢

最近（１年以内に）参加した

参加しようとは思わない

その他

計

知っている

92%

知らない

8%

選択肢 回答数 割合
知っている 206 92%
知らない 19 8%

計 225 100%



Ｑ３．長崎県立大学には、佐世保校とシーボルト校の２つのキャンパスがあることをご存じですか。

Ｑ４．長崎県立大学にどのようなイメージをお持ちですか。【複数回答可】

Ｑ５．長崎県立大学が地域貢献活動を行っていることをご存じですか。

※「知らない」を選択した場合はQ9以降を回答

知っている

82%

知らない

18%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

その他

あまり知らない

教育レベルが高い

先進的な教育・研究に取り組んでいる

地域に密着した大学

公立大学として信頼できる

回答数 割合

111 34%
93 29%

34 10%

25 8%

55 17%
6 2%

324 100%

選択肢
公立大学として信頼できる

地域に密着した大学（長崎のことを学ぶなら長崎県立大学である）

情報セキュリティなど先進的な教育・研究に取り組んでいる

教育レベルが高い

あまり知らない

その他

計

よく知っている

6%

多少知っている

23%

あまり知らない

32%

知らない

39%

回答数 割合

13 6%

47 23%

66 32%
80 39%

206 100%

選択肢
よく知っている

多少知っている

あまり知らない

知らない

計

選択肢 回答数 割合
知っている 169 82%
知らない 37 18%

計 206 100%



Ｑ６．長崎県立大学の地域貢献活動のうち、ご存じの活動をお選びください。【複数回答可】

※Q5で「知らない」以外を選択した方の回答

Ｑ７．長崎県立大学の地域貢献活動について、どこから情報を得ていますか。【複数回答可】

※Q5で「知らない」以外を選択した方の回答

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

その他

学生のボランティア活動

大学施設の地域への開放

住民と連携した地域活動

住民向けの公開講座やシンポジウムなど

地域企業との連携活動

地域の課題解決に関する教員の研究活動

地域の課題解決に関する教育活動

回答数 割合

47 19%

21 8%

36 14%
41 16%

25 10%

31 12%

40 16%
8 3%

249 100%

選択肢
地域の課題解決に関する教育活動（「しまなびプログラム」など）

地域の課題解決に関する教員の研究活動

地域企業との連携活動（経営支援、企業人材の育成など）

住民向けの公開講座やシンポジウムなど

住民と連携した地域活動

大学施設（図書館など）の地域への開放

学生のボランティア活動

その他

計

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

その他

情報を得たことがない

知人・友人

進学雑誌、進学情報サイト

大学のチラシ・ポスター

テレビ

新聞（付属情報誌（NR等）含む）

SNS（X、Instagram、YouTube等）

大学のウェブサイト

回答数 割合

17 9%

20 11%

53 29%

31 17%
21 11%

4 2%

16 9%

18 10%
4 2%

184 100%

選択肢
大学のウェブサイト

SNS（X、Instagram、YouTube等）

新聞（付属情報誌（NR等）含む）

テレビ

大学のチラシ・ポスター

進学雑誌、進学情報サイト

知人・友人

情報を得たことがない

その他

計



Ｑ８．長崎県立大学の地域貢献活動に対するあなたの評価をお答えください。

※Q5で「知らない」以外を選択した方の回答

Ｑ９．長崎県立大学にとって、地域貢献活動は重要な役割だと思いますか。

　　※Q5で「知らない」を選択した方を含む

Q１０．長崎県立大学がもっと力を入れるべき地域貢献活動は何だと思いますか。【複数回答可】

　　※Q5で「知らない」を選択した方を含む

非常に良いと感じる

27%

良いと感じる

67%

あまり良いとは感じない

6%

回答数 割合

34 27%

85 67%

7 6%
0 0%

126 100%

選択肢
非常に良いと感じる

良いと感じる

あまり良いとは感じない

全く良いとは感じない

計

回答数 割合

76 37%

121 59%

8 4%
1 0%

206 100%

選択肢
非常に重要である

ある程度重要である

あまり重要ではない

重要ではない

計

0% 5% 10% 15% 20% 25%

その他

学生のボランティア活動

大学施設（図書館など）の地域への開放

住民と連携した地域活動

地域住民向けの公開講座やシンポジウムなど

地域企業との連携活動

地域の課題解決に関する教員の研究活動

地域の課題解決に関する教育活動

回答数 割合

80 15%

50 9%

91 17%

72 13%
109 20%

78 14%

59 11%

8 1%
547 100%

選択肢
地域の課題解決に関する教育活動（「しまなびプログラム」など）

地域の課題解決に関する教員の研究活動

地域企業との連携活動（経営支援、企業人材に育成など）

地域住民向けの公開講座やシンポジウムなど

住民と連携した地域活動

計

大学施設（図書館など）の地域への開放

学生のボランティア活動

その他

非常に重要である

37%

ある程度重要である

59%

あまり重要では

ない

4%
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0%



その他（自由記述）への回答

Q１．あなたの地域貢献活動等への参加状況等についてお答えください。

・ どんなものがあるかわからないし、参加したこともない
・ 有償ボランティアのみ参加
・ 参加したいけど子育てや子どものクラブ活動がほとんどで参加できない
・ 参加したい内容がない
・ 健康上の理由から、外出を控えている
・ 市ボランティアとして活動、自治会も無報酬で活動中
・ 何が行われているのか知らない
・ これまで参加したことはないが機会があれば参加したい

Ｑ４．長崎県立大学にどのようなイメージをお持ちですか。

・ 地元活性化の活動をしてくれている
・ 佐世保のよさこいでも楽しい演舞を見せてくれている
・ 地方にある普通の大学
・ 今一つ特色がなく、県立大学としては魅力に欠けるように思います
・ 学生への支援、教育研究のサポートは、素晴らしい

Q１０．長崎県立大学がもっと力を入れるべき地域貢献活動は何だと思いますか。

・ 学生自身が住みたいと思える街づくりに必要なものの開発

・ 地域活動をしているなら情報発信力を上げるべき

・ どの世代でも利用できる資格取得に向けた、地域への参加型プログラム

Q１１．地域貢献活動以外で、今後どのような役割を長崎県立大学に期待しますか。

・ 長崎県の抱える問題点（例として離島が抱える問題等）など、解決策を見出してもらいたい
・ キャンパスの積極的な開放
・ 地元で活躍できる人材の育成

・

・ 大学が地域貢献することで学生の成長にもつながるといいなと思います
・ 海外との交流を深めてグローバル化を進めてほしい
・ 長崎で働きたいと思うような職場体験をしてほしい
・ 地域の懸案事項に自ら積極的にアクセスし、挑戦して欲しい
・ 地域の学ぶ場所の提供
・ 県立大で学んだことを、卒業後、地元の企業で(就職するなどして)、ぜひ活かしていただきたい
・ 公開講座の充実

・

長崎県を引っ張っていくような優秀な人材を育成し、就職で県外に出てでもいずれ戻ってきて、発展に貢献できるよう
な流れができるとよいと思う

情報システム学部を持つ強みを活かし、サイバー攻撃から地域企業を守ったり、攻撃を受けた企業からの相談に
乗ってもらえたら助かる


